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中国雲南省における伝統的土器製作とその地域差・民族差 4１
、 になる。すなわち、成形体の積算乾燥程度が予備焼成の有無を決定付けていると考えられる。成形技法と本焼成の焼成配置新平土鍋秦のＭｂｗＬｊ〃は、第３工程において、平底状の丸底（ほぼ平底）が
タタキ成形される。一方、元江土鍋泰では、ＡＬＣ及
びｌＬｏＩｈをはじめとして、回転台が用いられ、底部
円盤の作出後、原型が持ち上げられて、底部にタタキ
が加えられないため、平底である。新平土鍋泰では、
底部がタタキ締められ、敷燃料の稲藁の上に横倒しで
焼成配置されることに対して、元江土鍋簗では、底部
をタタキ締める代わりに、敷燃料の薪（枝）の上に正
立気味に焼成配置していた。また、本焼成の最終段階
では、ほぼすべての焼成体を正立し直して、熾き火上
で底部を焼き締めていた。さらに、本焼成後の焼き直
しでも、新しい薪の上で底部を焼き込んでいた。すな
わち、底部のタタキ締めの程度の差異によって、焼成
配置が左右され、底部の焼き締め程度が加減されるこ
とになる。
焼成の規模と形態新平土鍋案では、成形後の夕方か
ら翌朝にかけて、焼成が継続される。点火後３時間半
後以降、最高温度に到達し、点火後１５時間が経過し
ても、覆い構造の内部で100℃以上の温度が維持され
ていた。すなわち、覆い構造の密閉度がきわめて高い
ことから、時間をかけて昇温し、長時間にわたって焼
成が維持されることに特徴がある。一方、元江土鍋泰
では、予備焼き、本焼成、そして、ＡＬＣ及等の大き
目の器種については、焼き直しが行われる。これらを
合算しても、１時間程度であり、焼成時間がきわめて
短い。また、本焼成の途中から覆い構造を取り崩し、
急激に空気交換率を高めることは、昇温と焼成時間の
短縮を促すものの、予備焼成なしでは、焼成破損を誘
発する。また、焼成時間の短縮によって、焼成が甘く
なる底部に関しては、熾き火による焼き込みと焼き直
しで補完されることに特徴がある。
】 器壁を立ち上げる｡回転台を用いることもあり、新平土鍋素と比較して、進捗が速やかである。また、タタキの
後、入念なヘラナデを
加えて、原型の形状を
整える。そのため、元
江土鍋秦では、叩き板
の種類が豊富であり、
タタキ用の叩き板とヘ
ラナデ用の製作道具で
は、仕様が大きく異な
る。このうち、ＤｑＫＺ７
(図版5-3）としｆｈＣｈｊ
(図版5-4）は、タタ
キ専用のＤｅＫｔＪＤ〃（図
第
１
工
程
」第２工程」 Ｉ
行 。第３工程
第２図新平土鍋案における成版5-1）。ＤａＫｔＪ（図版
形体原型の変形程度（1/10）5-2）と比較して、非
常に軽量であり、タタ
キ面に加えて、ヘラナデで使用する側縁の作業面をも
つ。また、腕Ｃﾉｶﾉ（図版5-4）に関しては、ベトナム
北部からラオス北部において、同じような形状のヘラ
ナデ用の工具が見られ、男女で回転台を高速回転させ
る伝統的な焼き締め陶器生産で用いられている。また、
タイ北部に分布する斜軸回転台を用いたTypC-Eの土
器製作（LeffertsandCort2003）において、やはり同じ
ような形状のヘラナデ用の工具が使用されている。さ
らに、ラオス中部の伸ばし技法で使用されるヘラナデ
用の工具と類似する。すなわち、新平土鍋簗と元江土
鍋案では、同じように、粘土紐積上げ技法であるもの
の、器壁の立ち上げと引き締め、胴部の拡張をめぐっ
て、前者は、タタキの役割、後者は、伸ばしの役割が
大きな成形技法に[峻別することができる。
乾燥と予備焼成新平土鍋秦及び元江土鍋村案とも
に、成形一焼成間の乾燥時間が半日程度ときわめて短
いことに特徴がある。しかしながら、新平土鍋村棄で
は、第１－２．２－３工程間において、乾燥時間が十分差
し挟まれ、第３工程の開始時では、成形体の乾燥があ
る程度進んだ状態にある。そのため、底部円盤と胴部
のなす稜が切削され、文様施文では、角柱状で重量の
あるHimJzgLqjMbwが用いられることになる。一方、
元江土鍋秦では、１工程で成形が完了することに加え
て、成形一焼成間の乾燥時間が＋分でないことから、
焼成時､成形体の枯らしが十分な状態になっていない。
その結果、主として、湿気の抜け難い内面の枯らしを
目的として、予備焼成が行われる。そのため、すべて
の成形体は、口縁部を燃料に向けて灸り焼かれること
５．おわりに
以上のとおり、新平土鍋秦と元江土鍋秦では、成形、
焼成、そして、製作工程間の関連について、それぞれ
の特徴が見られた。当然のことながら、これらの異同
は、新平県と元江県、花腰俸族と葬族という地域差と
民族差を直裁的に映し出している。また、すでに土器
製作が停止されていたものの、新平県では、花越俸族
の曼峠秦、元江県では、葬族の南糖案において、退役
した製籔作者に対して、製作技術及び生産様式に関する
インタビューを行ったところ、地域内・民族内の相同
性を示唆する証言及び実物を確認できた。今後、これ
までの俸族の調査とあわせて、中国雲南省における地
域間･民族間の比較研究を積み重ねたいと考えている。
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Ｗeresearchedfburtraditionalpot-makingvillagesinYUnnanprovince，china､Inthispaper,wepickuptwo
villages;oneisofDaiethnicgroupinXinpmgdistrictandanotherisofYiethnicgroupinYHngguagdistrict･Incomparison
withthoseofcharacteristictechniques,wemadeclearregionalandracialdiffbrencesmthesevillages・Especially,wecould
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